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研究成果の概要（和文）：　世界の諸英語(WE)や国際語としての英語教育(ELF)が注目されている中、多様な音
声に対応できる学習者の育成を目標に、本研究では試行的教育を実践してその効果を検証した。まず、多様な英
語で録画されたTEDトークを視聴し、聞き取り練習やコメント投稿が可能なムードル基盤の学習プラットフォー
ムを構築した。その後、学習者に対して、馴染みのない英語の歴史的背景と音声学的特徴について講義し、学習
プラットフォームを利用したアクティビティを行って、音声の理解度と受容態度への効果を調査した。短期間の
授業実践は理解度に効果をもたらさなかったものの、受容態度にはある程度の影響を及ぼすことがわかった。

研究成果の概要（英文）：  With the importance of teaching and learning World Englishes (WE) and 
English as a lingua franca (ELF) being recognized around the world, education practices need to keep
 pace. The investigators of this study devised a Moodle-based English learning platform using TED 
talks recorded in a variety of English accents, and investigated the effects of explicit and 
implicit instructions on actual comprehension as well as on attitudes toward accented English. In 
terms of the actual comprehension, the results suggest that students of intermediate proficiency did
 not benefit from instructions on phonological features of unfamiliar English or from limited-time 
exposure to that variety. On the other hand, some positive instructional effects were observed on 
students’ attitudes toward unfamiliar English accents and learning WE and ELF.

研究分野： 英語教育

キーワード： 国際共通語としての英語　訛り　理解度　受容態度　明示的教育　暗示的教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
地球上の英語の使用者は、ネイティブ・ス

ピーカー、ノンネイティブ・スピーカーを含
め、世界人口の４人にひとりとも言われてい
る[Seidlhofer (2011)など]。この膨大な数の
使用者の存在は、英語が国際語共通語として
いかに重要であるかを示しているだけでな
く、音韻、意味、統語、語用論などの言語学
的特徴において均質でないことをも物語っ
ている。このような現状を踏まえ、世界の英
語教育界は、母語話者の英語（典型的には米
語）をモデルに学習者の英語を限りなく近似
させるというゴールに加えて、多様な言語的
背景を持つ話者間の英語を媒介とした相互
理解を支援するという新たな目標を見出し
た[McKay (2002)など]。日本の英語教育界に
おいても、様々な英語に対応できる能力の涵
養を目標に、言語モデルや指導内容・指導方
法について検討しなければならない時期に
あることは言うまでもない。 
国際語共通語である英語の多様性は広く

認知されているにもかかわらず、教育現場で
はアメリカ英語（教育機関によってはイギリ
ス英語）のみを目標とした言語習得に焦点が
当てられているため、英語学習者やビジネス
等で英語を使う人々は、実際のコミュニケー
ションで発音や語彙表現の多様性に出会う
と戸惑いを感じるだろう。そこで、本研究で
は多様な音声英語に対するコンプリヘンシ
ビリティ（comprehensibility、理解度）涵養
を目標に、「学習者に馴染みのない英語をど
のような方法で教育現場に導入したらよい
のか？」という課題を掲げて、試行的教育実
践に基づく実証研究に取り組むことにした。 
なお、本研究は、研究者が代表をつとめた

科学研究費助成事業・基盤研究(C)「効果的教
材開発を目指した多様な英語の理解度に関
する研究」（平成 24 年度～平成 26 年度）の
後継研究として位置づけられる。また、研究
者が分担者として参加した教育工学分野の
基盤研究(C)「相互学習に基づいた SNS に展
開する英語のコミュニティの構築と参加す
る学習者の評価」（平成 26 年度～平成 28 年
度）で得た知見に、国際語としての英語の教
育的視点を加味した応用研究ともいえる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、世界諸英語 (World 

Englishes)の教育現場への導入方法を検討し、
教育実践を通して得たデータから、その効果
を検証することである。具体的には、インタ
ーネットを利用した学習プラットフォーム
を構築して、これを利用した実験授業を行い、
学習者の音声理解度や受容態度の変化を観
察することによって、新たな教授法を模索す
るものである。 

 

３．研究の方法 
（1）学習プラットフォーム WEnglishes の
構築 
前述した科学研究費助成事業「相互学習に

基づいた SNS に展開する英語のコミュニテ
ィの構築と参加する学習者の評価」の成果を
もとに、オープンソースのソフトウェア
Moodle を利用して、インターネット上にあ
る英語によるプレゼンテーション動画 TED
にリンクを張ったオンライン学習プラット
フォームを立ち上げた。ここには、日本人学
習者に最も馴染みのあるアメリカ英語、それ
に比して馴染みの薄いイギリス英語、ほとん
ど馴染みのないシンガポール英語とインド
英語に触れることのできる４つのコースを
設けた。アメリカ英語とイギリス英語は、
Kachru(1992)による世界諸英語の 3 分類に
おける Inner Circle English、シンガポール
英語とインド英語は Outer Circle English に
相当する。これら４つの英語変種の学習を目
標とする各コースは、英語変種の歴史的背景
と音声的特徴の解説、複数の TED トーク動
画、英語スクリプト、日本語訳、英和辞典、
TED 動画視聴後のアクティビティに使用す
る Forum、等で構成されている。 
 

(2) 馴染みのない英語を利用した授業実践
とその効果に関する研究 
 日本人学習者にとってほとんど馴染みの
ないインド英語とシンガポール英語につい
て、教師がこの２つの英語変種について歴史
的背景、語彙や音声などの言語的特徴を解説
し、大学生被験者が実際に英語を聞いてみる
という授業を英語変種ごとに２回に分けて
行った。教師によるインストラクション後に
は、WEnglishes を活用した個別学習を課し、
インストラクションと個別学習による教育
効果をアンケートによって調査した。事前・
事後調査は、同一話者によって吹き込まれた
英語音声の理解度と受容態度の変化を可視
化することを目的としている。ここでは、音
声理解度をクローズ・ディクテーションによ
って、また受容態度をＳＤアンケートによっ
て数値化した。ＳＤアンケートは、「地位/能
力(status/competence)」、「社会的魅力(social 
attractiveness) 」、「 言 語 的 質 (linguistic 
quality)」の３つの観点について９組の形容
詞対（例：知的でない－知的である、信頼で
きない－信頼できる、訛りがある－訛りがな
い）と７段階の数字で評価するというもので
ある。加えて、自由記述アンケートを実施し、
馴染みのない英語を聞いた感想、またこの研
究で行った学習方法に関する意見を自由に
記述してもらった。 
 
４．研究成果 
(1) インド英語の明示的インストラクショ
ンと個別学習について 
 大学生を対象に、インド英語の歴史的背景
と音声的特徴について解説するという明示



的インストラクションを行い、その効果につ
いて音声理解度と受容態度の両面から調査
した。音声的特徴については、榎木薗(2016)
を使用し、 (a)独特な子音、(b)独特な母音、
(c) つづり字に即した発音、(d)異なるリズ
ムとイントネーション、(e)速いスピードの
５点に的を絞って、音声例を呈示しながら説
明した。その後、WEnglishes にリンクさせ
た TED トーク（教師があらかじめ選択し
た”The Thrilling Potential of SixthSense 
Technology”など）を学習者に視聴させて、
インド英語に親しんでもらった。 
 
1)理解度に関する調査 
研究参加者は、１年次、または２年次の英

語科目を履修する 57 名の日本人大学生であ
る。教師が実験群(n=29)に対して明示的イン
ストラクションを行ったのち、学習者が TED
を聞いて Forum にコメントを投稿するとい
う活動を行った。なお、授業前後にはクロー
ズ・ディクテーションを行い、事後アンケー
トでは実際に TED トークを聞いた総回数を
記述させて、ディクテーション得点の伸びと
の相関について調べた。 
 クローズ・ディクテーションに関しては、
インストラクションの前後で平均点に大き
な変化は見られなかった(事前：14.50、事後：
14.89)。また、実際に TED を聞いた総回数
とディクテーションスコアの変化（事後－事
前）との間に有意な相関は得られなかった。
Lindemann, et al. (2016) が行った母語話者
に対する韓国人英語の理解度に関する先行
研究では、インストラクション後に肯定的効
果が報告されている。本研究の参加者である
中級レベルの学習者は、母語話者と異なって、
インド英語の特徴を比較しながら対照的に
とらえるために必要な基準となる英語発音
（例えば、アメリカ英語の発音）を限定的に
しか習得できていないことが、得点が伸びな
かった理由として考えらえる。また、参加者
が音声学的インストラクションに慣れてい
なかったこと、実際にインド英語に触れる時
間が短時間であったこと、事前・事後調査で
聞いたパッセージが異なったこと、なども要
因として挙げられるだろう。 
  
2)受容態度に関する調査 
 参加者は、理解度調査とは異なる 44 名の
日本人大学生グループ（うち 19 名が実験群）
である。榎木薗(2016)を用いてインド英語の
音声と歴史的背景について明示的インスト
ラクションを行った後に TED トークを視聴
してもらった。その前後に SD アンケートと
自由記述式アンケートを介して、インド英語
に対する受容態度を調査した。 
 SD アンケートでは、インストラクション
前後で、「地位/能力」の平均点がほとんど変
化しなかった一方で、「言語的質」に関する
平均点は低下、「社会的魅力」は逆に上昇す
るという結果が得られた。ここでの「言語的

質」評価の低下については、「わかりやすさ」
の評価が低下していたことが関係している
（事前：3.26、事後：2.80）。他方、「社会的
魅力」については、参加者全員で視聴した
TED トーク“Ideas for India’s Future” が事
後評価に間接的に好影響を与えた可能性が
指摘できるだろう。トークはインドの明るい
未来に関するもので、若いインド人が国に与
える可能性、また公用語である英語が国の資
産となる可能性が強調されている。 
 
(2) シンガポール英語の明示的・暗示的イン
ストラクションと個別学習について 
① 参加者とデータ収集方法 
 90 名の日本人大学生被験者を、シンガポー
ル英語について明示的インストラクション
を受けるグループ（実験群１）、暗示的イン
ストラクションを受けるグループ（実験群
２）、どちらのインストラクションも受けな
い統制群に分けた。これら３グループ（各 30
名）には、シンガポール人が音読した複数の
短いパッセージを聞いてもらい、クローズ・
ディクテーション及びＳＤアンケートによ
って理解度及び受容態度を事前調査した。 
その後、インストラクションとして、実験

群１には、田中・田中ら(2012)による文献を
参照しながら、シンガポール英語の歴史的背
景と言語的特徴を教師が講義し、実験群２に
は歴史的背景についてのみ講義した。両実験
群には個別学習として、シンガポール英語の
TED ト ー ク (Driving the Burma Road 
during WWII)を視聴しながら、内容理解を
確認する多肢選択問題、及び聞き取り練習
（クローズ・ディクテーション）を与えた。
また、Forum を利用した学習活動を行った。
ここでは、”What did you learn from the 
talk?”という教師の問いに対して、学習者が
TED トークの内容に即した自身の意見を投
稿した。これらの諸活動により、学習者は
TED トークを繰り返し視聴することになる。 
翌週、実験群１、実験群２、統制群の３グ

ループに対して事後アンケートを実施した。 
 
② 結果と考察 
 クローズ・ディクテーションによる理解度
調査では、実験群１、実験群２、統制群とも
に事後に得点が低下している（図１）。これ
は、事前事後調査ともに英語の読み手は同一
人物であるものの、事後調査で使用したパッ
セージの英語が事前調査に比べて難解であ
ったことが影響したものと考えられる。また、
実験群 1については、教師による音声学的解
説が有意な効果をもたらさなかったが、これ
は前述したインド英語の調査と同様、参加者
が音声学的内容の講義に慣れていなかった
こと、母語話者のようにシンガポール英語と
の比較参照が可能な発音モデルを限定的に
しか身に着けていなかったこと、シンガポー
ル英語に触れる時間が短かったこと、などが
要因と考えらえる。 
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受容態度については、有意差はなかったも

のの、実験群１、実験群２ともに「言語的質」
評価において平均値の上昇が見られた（図
２）。ここでは統制群の評価が低下している
ことに注目したい。 
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 受容態度に関わる残り２つの観点「地位/
能力」と「社会的魅力」については、事後調
査において、実験群１と統制群で特に評価が
大きく低下した。英語の聞き取りにくさが話
者の人物的評価に影響を及ぼしたのかもし
れない。一方で、上で指摘したように、実験
群の「言語的質」に関する平均値が低下して
いないことから、TED の視聴が「言語的質」
評価に何等かの影響を与えたものと推測さ
れる。 
 事前調査の自由記述アンケートでは、以下
の回答例が示す通り、参加者の多くが独特な
シンガポール英語に困惑したことが読み取
れる。 
・イントネーションが独特である 
・単語をはっきりと発音していないと思った 
・訛りが強くて聞き取りにくかった 
・短くなったり詰まったりして、聞き取りに
くかった 
一方で、事後調査では参加者の多くが馴染み
のない英語を受け入れ、またインターネット
を介した英語学習に肯定的態度を示してい
る。回答例は次の通りである。 
・普段触れることのない英語を聞くよい機会
であった 
・アメリカ・イギリス以外の英語を聞くこと
ができてよかった 
・新鮮で面白かった 

・英語の学習に最適であると思った 
 
(3) 英語教育への示唆と将来の研究に向け
て 
本研究では、TED の公開動画を活用して、

多様な母語背景を持つ話者の英語によるス
ピーチを視聴できるサイトを作成した。この
ようなインターネット上の多様な英語は、グ
ローバル社会を生きていく日本の若者にと
ってよい学習教材となり、多様な英語の話者
はよいロールモデルとなるだろう。WE や
ELF を念頭においた英語教育で、活発なイン
ターネット利用が期待されるところである。 
本研究では、多くの日本人にとって馴染み

のない英語に関するインストラクション、及
び TED 動画の視聴が音声理解度向上にほと
んど効果をもたらさなかった。また、言語態
度に関しては、自由記述アンケートにおいて
肯定的変化が見られたものの、ＳＤアンケー
トでは事前・事後の有意差は確認できなかっ
た。通常の英語授業を利用したインストラク
ションと短時間の動画視聴には限界がある
ことが判明したため、今後は長期的な計画に
基づいた授業を行って、その効果を多角的に
検証することが必要であると思われる。 
また、本研究では学習者の年齢や総合的英

語力を考慮した研究を行っていないため、こ
のような観点を含めた研究も将来必要であ
ると思われる。本研究ではこれまでアメリカ
英語に親しんできた英語力中級レベルの大
学生を被験者としたが、母語話者を対象とし
た Lindemann, et al.(2016)研究とは異なっ
て、インストラクションの効果が観察できな
かった。そこで、多様な英語に触れるのは初
級・中級学習者よりも、上級学習者の方が適
しているのではないか、という疑問があらた
に生じた。他方、いろいろな英語に触れ始め
る時期は、米語の音声モデルを聞きながら一
定の英語力を修得した大学生ではなく、音声
に対する感受性が豊かな若い学習者の方が
よいのでないか、という考えも研究者の中に
芽生えた。これらを今後の研究課題としたい。 
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